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スキャニング 

所要時間 15 分～30 分程度 

主なスキル 概要読み 

形式 個人（その後ペアもしくはクラスで確認） 

概要とねらい 

多読以外にも、精読、速読など目的に応じて多様な読み方が必要です。スキャニングと

は、「検索読み」と呼ばれ、必要な情報を探すことを目的としています。多読授業で取り

入れるねらいは、多様な読み方を目的に合わせて意識的に活用できるようにするのと同

時に、図書のシリーズが何か、レベル・語数はどの程度かなど、多読の記録に必要な情報

を検索するスキルを身に着けることにあります。したがって本アクティビティでは、多読

図書リストや多読シリーズのカタログなどを使って、必要な情報を探し出すトレーニン

グを行います。 

 

事前準備（必要な教材、器具など） 

多読シリーズのカタログなど 

 

手順 

1. 多読シリーズのカタログを用意する（実際に授業で使用するシリーズがよい） 

2. そのカタログの内容に合わせて、特定の情報を検索するワークシートを作成する（参

考ワークシート参照）。例えば読みやすさレベル、ジャンル、トピックなど、本を選

ぶ際、読書記録をつける際等に参考になる要素などをエクササイズで取り上げると

よい。（1~2 までは教員がアクティビティ実施時までに準備しておく。） 

3. カタログとワークシートを配付 

4. 時間を測ってエクササイズを実施、その後ペアやクラスで答え合わせ 

 

 

【学生の反応】 

 自分の苦手な分野だから（役にたった） 

 英文の読み方が変わった。重要そうなところを集中して読むようになった。 

 どうすれば素早く必要な情報を「検索」できるのかわかった。 

 TOEIC などのテストでもとても有益。 

 必要事項を読み取る訓練をしたい。 

 他の授業で資料を漁るときとかに役立ちそうだと感じた。 

 やったことがなかったのでいい経験になった。 

 短時間で必要な情報を正確に見つけるのは難しかった。 
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 本の中身に関するスキャニングではなかったので面白みに欠けた。 

 答えを探す視野が狭いと見つけられない。 

 

【応用・解説】 

 スキャニングは、テスト対策としても非常に有効なトレーニングとなります。一般的に

リーディングの試験などでは問題文に先にざっと目を通し、設問を意識しながら読むよ

うに指導されますし、解答の根拠を見つける作業はスキャニングそのものです。したがっ

てこのスキルを指導することは、テスト対策という実利に直結することにもなります。一

方、多読を促進することを主眼に置いた場合、スキャニングの指導の重要度は相対的に高

くないと思われます。多読指導上絶対に外せないアクティビティというよりは、読書記録

のつけ方を指導する際にプラスアルファとして指導可能なスキルと位置付けられるでし

ょう。 

 なお、多読のカタログは年々更新されますが、実際の多読の授業で使用しているシリー

ズを活用すると、学生もその知識をそのまま多読図書の選定に活用できると期待できま

す。紙媒体のカタログが減り、オンラインで検索することが多くなっているので、オンラ

インのカタログを参照しながらエクササイズをするのもよいでしょう。 

 

 

Cf. 参考ワークシート 

ここでは、サンプルとして Oxford Graded Readers のカタログ（PDF バージョン）を利

用したエクササイズを一例として紹介します。 

http://fdslive.oup.com/www.oup.com/elt/catalogue/pdf/print_catalogue/2019/2019-

readers-catalogue.pdf 

抜粋は、ここでは参考としてサイズを縮小して提示しているため、文字がぼやけて見づら

いかと思いますが、実際には見やすい適切なサイズを用意してください。 

なお、時間配分は１問 30 秒として設定しました。時間をかければ情報にたどりつきます

が、検索は速さも重要なので、それを意識するために少し短めの時間を設定し、必要があれ

ば適宜延長して実施するとよいでしょう。 

 

Scanning 

 

 

別紙を見て、以下の質問に素早く答えましょう。 

A 

1. How many different levels does Oxford Bookworms series have?  

2. Which level has the largest number of titles? 

http://fdslive.oup.com/www.oup.com/elt/catalogue/pdf/print_catalogue/2019/2019-readers-catalogue.pdf
http://fdslive.oup.com/www.oup.com/elt/catalogue/pdf/print_catalogue/2019/2019-readers-catalogue.pdf
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3. How many genres/categories are there in this series? 

4. The book Frankenstein is included in Level 3. Under which genre is 

Frankenstein listed? 

5. The book Pocahontas is included in True Stories category. Under which level 

is it classified? 

6. How many books are there for a reader who is interested in Crime and Mystery 

and is at Level 4? 

7. What is the easiest book in the World Stories category? Answer the name of 

the title and the level. 

8. Are there any non-fiction books to read for students who are at Starter level? 

 

B 

9. How many books are introduced?  

10.  Which one is the shortet story in Level 1? 

11.  Which one of the books is categorized as a classic? List two. 

12. Who wrote 47 Ronin: A Samurai Story from Japan? 

13. If someone wants to read about animals, which book would be good? 

14. How many of the book covers do NOT include people?  

15. Which books are “best-sellers” in Level 2? 

16. How many of these books are retold versions? 

 

 

 

別紙は次ページに続きます。  
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A (Original catalogue page 56-57) 
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B (Original catalogue page 63 and 76) 

 

 

（文責：小林めぐみ） 


